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 愛媛県知事 中村 時広 様 

 

愛媛大学医学部附属病院 

病院長 杉山 隆 

 

へき地医療拠点病院指定申請書 

 

 標記について、へき地医療拠点病院に指定いただきたく、下記のとおり病院概要及

びへき地医療活動等に関する事項を提出いたします。 

 

記 

 

１．病院の概要 

（１）開設者名  国立大学法人愛媛大学 学長 仁科弘重 

 （２）病 院 名  愛媛大学医学部附属病院 

 （３）所 在 地  愛媛県東温市志津川 

（４）開設年月日 昭和 51年 5月 10日 

（５）病 床 数  637床 

 

２．へき地医療活動内容（実績又は計画） 

  医師派遣（年間）診療所   ２か所・２０４日（令和６年度） 

  遠隔医療の実施     無 

 

３．当該病院をへき地医療拠点病院の指定を必要とする理由 

当院は、県唯一の医育機関附属病院として高度専門医療・教育・研究の中核を担い、

県内の医師偏在解消および地域医療の質向上に中心的役割を果たしている。愛媛県は

中山間地域・離島などへき地を多く抱え、無医地区等が依然存在するほか、地域間お

よび診療科間の医師偏在が深刻であり、へき地住民の医療アクセス確保が喫緊の課題

となっている。このような状況において、当院がへき地医療活動を継続するとともに、

へき地医療拠点病院として参画し、医師派遣・専門医療支援・遠隔医療等の高度な医

療資源を県全体に提供することで、既存拠点病院を補完しつつへき地医療体制の安定

化と持続性の向上に寄与するものである。 

 

４．その他参考となる資料 

 ・寄附講座「地域生活習慣病・内分泌学講座」活動報告書 

・寄附講座「地域低侵襲消化器医療学講座」活動報告書 


